
事業の必要性

【必要性】

・三輪山線は、大神神社参詣道として賑わってきたが、近年は地域活力が低下

・まちづくりに関する基本協定において、大神神社参道周辺の良好な景観の形成が基本的な方針
となっており、魅力的な景観を持つ参道として、地域活力を取り戻す一画を担う。

【緊急性】

・歩道整備が先行してH27年度から事業化。歩道整備と合わせて、無電柱化を実施

・H27.12の奈良県無電柱化地方部会において、電線事業者と無電柱化について合意

上位計画等
奈良県道路整備基本計画（H26.7）
奈良県安心歩行空間整備方針（H23.6） （市町村のまちづくり計画）

事業の有効性

（事業により予
想される効果
及び影響）

･景観に配慮した歩道空間確保

･魅力的な景観を持つ参道による、観光・集客増に伴う商業活性と、地域での定住促
進

コスト縮減への
取組み

地元情勢等

平成21年度～継続中 三輪まちづくり会議（地元、市、県）

平成28年3月～ 三輪参道整備検討会議（地元区長・有志、神社、市、
県）

他計画他事業
との関連

桜井市大神神社参道周辺地区において基本協定を締結（H27.10.19）

桜井市景観計画において、重点景観形成区域へ位置付け（H24.10.1)

定

性

的

評

価

事業名 防災・安全交付金事業（道路環境整備） 路線名等 一般県道三輪山線

箇所名 桜井市三輪（みわ）

【担当課：道路環境課】事業箇所総合評価シート
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概

要
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目 的

一般県道三輪山線は、三輪山に鎮座する日本最古の神社である大神神社の参詣道と
して古来より賑わってきた。しかしながら、社会情勢の変化と共に、まちの空洞化等も
相まって、参道及び周辺地域の活力が低下している。

本事業では、桜井市が沿道で進める魅力あるまちづくりと連携し、魅力的な景観を持つ
参道として整備を行うため、景観に配慮した歩道の整備と合わせて無電柱化を行うこと
により、魅力ある歩行空間を目指すものである。

事業内容

延 長 ： Ｌ＝７２０ｍ

計画諸元 ： ２車線

対面通行部：全体幅員約１５m うち歩道約８m（両側約4m×2）

中央参道部：全体幅員約２２m うち歩道約１２．５ｍ

（中央約7.5m，両側約
2.5m×2）

事業内容 ：電線共同溝整備

着手年度 平成２９年度 完成年度（予定） 平成３２年度 全体事業費 ２９２百万円

評価結果 左 の 理 由

採択
桜井市の進めるまちづくりと連携して、景観に配慮した歩道整備と併せて、無電柱化を実
施する必要性が認められる。
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